
平成３０年度 西毛地域小児救急医療対策協議会 次第 

 

               日時 平成３１年１月３１日（木） 午後７時から 

               場所 高崎市総合保健センター３階 第４会議室 

 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ及び自己紹介 

 

３ 議 事 

 

 （１）平成２９年度及び平成３０年度事業実績等について（医務課・安中保福） 

 

 （２）ぐんま地域医療会議について（医務課） 

 

 （３）平成３１年度における西毛地域小児救急輪番体制について 

 

 ア 医師の異動状況について 

 

 イ 各輪番病院の状況について 

 

４  その他 

     

  

５ 閉 会 

 



区　　　分 団　　　体　　　名 職　　　名

医師会 高崎市医師会 理事 新　井　英　夫

（一次救急） 安中市医師会 副会長 藤　巻　康　喜

群馬郡医師会 代表 今　井　純　子

藤岡多野医師会 理事 中　島　靖　行

富岡市甘楽郡医師会 理事 菊　池　　　修

病院
独立行政法人
国立病院機構高崎総合医療センター

統括診療部
小児救急部長

五十嵐　恒　雄

（二次救急） はるな生活協同組合高崎中央病院 病院長 鈴　木　　　隆

公立藤岡総合病院 小児科部長 渡　部　登志雄

公立富岡総合病院 小児科主任医長 小須田　貴　史

消防 高崎市等広域消防局 警防課長 植　原　芳　康

（救急隊） 多野藤岡広域消防本部 警防課長 柴　﨑　　　洋

富岡甘楽広域消防本部 警防課長 伊　丹　　　浩

平成３０年度西毛地域小児救急医療対策協議会 出席者名簿

氏　　　名

平成３１年１月３１日(木) 19:00～20:30



区　　　分 団　　　体　　　名 職　　　名

独立行政法人
国立病院機構高崎総合医療センター

企画課 医事専門職 佐　味　泰　行

公立藤岡総合病院
課長 兼 患者支援
センター事務統括

横　坂　政　彦

公立富岡総合病院 地域医療連携課長 矢　嶌　昭　房

はるな生活協同組合高崎中央病院 事務次長 田　村　明　子

公立碓氷病院 事務部長 竹　田　清　孝

医 師 会 事 務 局 高崎市医師会 医療課長 磯    田   直   喜

高崎市保健所 保健所長 遠　藤　忠　昭 欠

藤岡保健所

富岡保健所

安中保健所 保健所長 後　藤　裕一郎

  高崎市 保健医療総務課 課長 青　山　正　樹

課長補佐 中　澤　　　勝

藤岡市 健康づくり課 課長 荒　川　要　一

富岡市 健康推進課 課長 永　井　真理子

安中市 健康づくり課 課長 須　藤　一　久

県　  群馬県医務課 主幹 林　　　利　幸

藤岡保健福祉事務所 主幹 臼　田　正　雄

富岡保健福祉事務所 地域支援係長(補佐) 細　谷　和　彦 欠

所長 奈　良　吉　造

医監 高　木　　　剛

次長 杢　代　和　隆

総務福祉係長(補佐) 坂　守　敏　宏

主幹 笠　原　美智代

矢　沢　和　人

輪 番 病 院

二 次 救 急 病 院

事 務 局 安中保健福祉事務所

保 健 所 保健所長 欠

保健福祉事務所
保 健 所

市 町 村

高崎市 保健医療総務課

氏　　　名



平成３０年度西毛地域小児救急医療対策協議会議事概要

日 時：平成３１年１月３１日(木) １９：００～２０：３０

場 所：高崎市総合保健センター ３階第４会議室

１ 開会

司会：安中保健福祉事務所 杢代次長

２ あいさつ及び自己紹介

・安中保健福祉事務所 奈良所長よりあいさつ

・西毛地域小児救急医療対策協議会 五十嵐会長よりあいさつ

・委員等自己紹介

３ 議事

（１）平成２９年度及び平成３０年度事業実績等について

① 資料１－１により事務局が西毛地域の実績を説明

② 資料２－１～２－３により医務課が♯8000の相談実績等を説明

③ 資料３により医務課が群馬県地域密着型子どもの救急啓発事業の実施状況を説明

＜委員意見＞

【委員】#8000等により受診者の減少が誘引されている一方で、入院者数が一定で推移して

いるのは、数字上では２次救急の輪番事業としては良い傾向と言える。気になるのは、

救急搬送で入院者数が減ってきており、軽症者が増えてきているのではないか。

【消防】それほど軽症者が多くなっているという認識はない。

（２）ぐんま地域医療会議について

資料４により医務課がぐんま地域医療会議の概要及び議題について説明

・ぐんま地域医療会議において、西毛地域の小児２次救急輪番体制の維持が困難となっ

ていることが、喫緊の課題とされた。

・西毛地域は県内でも医師数が少ない中で、多数患者の受入を行っており、厳しい状況

にあることがわかる。

＜委員意見＞

【委員】医師の配置は群大医局と各病院との協議で決まるのではないか。

【医務課】そのとおり。そこに外部から評価を加え、群大に提案するというのが地域医療

会議である。

【委員】西毛地域の現状について、群馬県全体の課題として目を向けていただいたのは前

進と言ってよい。



（３）平成３１年度における西毛地域小児救急輪番体制について

ア 医師の異動状況について

資料５により五十嵐会長より説明

イ 各輪番病院の状況について

各輪番病院から、現状と来年度の体制について説明

４ その他

（１）その他の病院の状況について

輪番病院以外の病院から、現状と来年度の体制について説明

（２）各医師会から

各医師会から、医師会の取組等について説明

（３）事務局から

来年度の委員改選について説明

５ 閉会


